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建築物概要
所在地 大阪市中央区南船場１丁目 階数 地上 階、塔屋 階、地下 階

建築主 大成建設株式会社 新築・改修の別 改修

用途 事務所

竣工年月日 年 月 日 自然エネルギーの利用 太陽光発電

改修年月日 年 月 日 設計者 大成建設株式会社関西支店

一級建築士事務所建築面積 1,427.28 m²

延床面積 13,651.56 m² 施工者 大成建設株式会社関西支店

構造 地上：鉄筋コンクリート複合構造（柱：鉄

筋コンクリート造、梁：鉄骨造）（Ⅰ期）

鉄骨造（Ⅱ期）

地下：鉄骨鉄筋コンクリート造

省エネ・創エネのコンセプト

✓ 人も地球も建物も健康になる取り組み 『 』

・ リニューアルによりＺＥＢとウェルネスワークプレイスを実現

✓ 外装リニューアルによる断熱強化・高機能化 （ 性能の強化）

・ 外壁と開口部の断熱強化及び多機能外装ユニットの導入により日射・熱負荷を削減

✓ 設備機器の高効率化・運用エネルギーの最適化 （ＡＣＴＩＶＥ性能の強化）

・ 高効率機器と を活用した空調制御による電力消費量削減

・ 太陽光発電設備と蓄電池によるピークシフト

環境負荷を低減する省エネ・創エネ技術

大成建設関西支店ビル グリーンリニューアル
Ｒｅａｄｙ

省エネと創エネにより

６３％削減！

従来の建物で

必要なエネルギー

省エネで

％へらす

創エネで

％つくる

 大成建設関西支店ビル　グリーンリニューアル

の実現に寄与した技術・ポイント

省エネ・創エネ・緑化一体の

多機能外装ユニット

■高い外皮性能（建築・建具）
▶改修で設置しやすいグラスウールによる外壁の断熱強化。

▶南面に「日射遮蔽」「発電」「自然光利用」「緑化」の４つの機能を

併せ持つ『多機能外装ユニット』を設置。室内への直射日光を遮

る上段ルーバー上に透過性のある太陽光発電ガラスを設ける

ことで、日射遮蔽と創エネを両立した。

▶西側開口部には排熱を利用することで壁と同等の断熱性能を

有する『高断熱窓システム』を開発、実装した。

空調熱源システム（Ⅰ期棟）

光拡散型放射空調パネル

■空調熱源システム（空調、換気）
▶散水型空気熱源ヒートポンプモジュールチラーを屋上に新設

し、各階の ※へ中温冷水（11℃→19℃）の供給を行った。

中温冷水を供給することで、7℃の冷水供給に比べて冷房時の

熱源設備が高効率運転できるよう計画した。

※ ：エアハンドリングユニット

▶ の年間ピークとなる冬期の立上げの暖房負荷に配慮し、

密閉式クッションタンクを設け、夜間蓄熱運転により、早朝時放

熱運転によるピークカットを行うシステムとした。このシステム

により年間ピークを抑え、契約電力を小さくすることを図った。

▶執務室に光拡散型放射空調パネルを導入した。薄型アルミ＋段

ボールダクトの放射パネルに空調気流と蓄熱材を組み合わせ、

結露抑制と余冷・余熱で省エネ。ドラフト感が少なく快適、天井

下施工で改修に適用しやすい。

■明るさ感制御システム（照明）
▶窓・天井の輝度を測り明るさ感を数値化、アンビエント照明を

自動調光する明るさ感制御システムを導入し、約 ％の省エ

ネと快適性を実現した。

太陽光発電ガラス

■太陽光発電設備（創エネ）

▶意匠性を備えた「太陽光発電ガラス」を壁面・窓面・屋根面・多

機能外装ユニットの水平面に設置した。

▶太陽光発電設備と蓄電池によるピークカット／ピークシフトを

図っている。太陽光発電の設備容量は約 、蓄電池の設

備容量は である。

▶休日は、太陽光発電の発電量がビルの消費電力を上回り、余剰

電力を蓄電池へ充電させる計画としている。

省エネ
上段     
：遮光     

自然光利用

反射型採光
ブラインド
創エネ

太陽光発電
ガラス

ウェルネス
下段     
：植栽ユニット

密閉式

太陽電池パネル

キュービクル蓄電池

北系統 南系統

土日のみ起動クッションタンク

空冷 モジュールチラー
× 台 ポンプ内蔵

空冷 モジュールチラー
× 台 ポンプ内蔵

密閉式
膨張タンク

× 台

パワー
コンディショナー

多機能外装ユニット見下 高断熱窓システム
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建築物概要
所在地 大阪市中央区南船場１丁目 階数 地上 階、塔屋 階、地下 階

建築主 大成建設株式会社 新築・改修の別 改修

用途 事務所

竣工年月日 年 月 日 自然エネルギーの利用 太陽光発電

改修年月日 年 月 日 設計者 大成建設株式会社関西支店

一級建築士事務所建築面積 1,427.28 m²

延床面積 13,651.56 m² 施工者 大成建設株式会社関西支店

構造 地上：鉄筋コンクリート複合構造（柱：鉄

筋コンクリート造、梁：鉄骨造）（Ⅰ期）
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・ リニューアルによりＺＥＢとウェルネスワークプレイスを実現

✓ 外装リニューアルによる断熱強化・高機能化 （ 性能の強化）

・ 外壁と開口部の断熱強化及び多機能外装ユニットの導入により日射・熱負荷を削減

✓ 設備機器の高効率化・運用エネルギーの最適化 （ＡＣＴＩＶＥ性能の強化）

・ 高効率機器と を活用した空調制御による電力消費量削減

・ 太陽光発電設備と蓄電池によるピークシフト

環境負荷を低減する省エネ・創エネ技術

大成建設関西支店ビル グリーンリニューアル
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大成建設関西支店ビル　グリーンリニューアル 

の実現に寄与した技術・ポイント

省エネ・創エネ・緑化一体の

多機能外装ユニット

■高い外皮性能（建築・建具）
▶改修で設置しやすいグラスウールによる外壁の断熱強化。

▶南面に「日射遮蔽」「発電」「自然光利用」「緑化」の４つの機能を

併せ持つ『多機能外装ユニット』を設置。室内への直射日光を遮

る上段ルーバー上に透過性のある太陽光発電ガラスを設ける

ことで、日射遮蔽と創エネを両立した。

▶西側開口部には排熱を利用することで壁と同等の断熱性能を

有する『高断熱窓システム』を開発、実装した。

空調熱源システム（Ⅰ期棟）

光拡散型放射空調パネル

■空調熱源システム（空調、換気）
▶散水型空気熱源ヒートポンプモジュールチラーを屋上に新設

し、各階の ※へ中温冷水（11℃→19℃）の供給を行った。

中温冷水を供給することで、7℃の冷水供給に比べて冷房時の

熱源設備が高効率運転できるよう計画した。

※ ：エアハンドリングユニット

▶ の年間ピークとなる冬期の立上げの暖房負荷に配慮し、

密閉式クッションタンクを設け、夜間蓄熱運転により、早朝時放

熱運転によるピークカットを行うシステムとした。このシステム

により年間ピークを抑え、契約電力を小さくすることを図った。

▶執務室に光拡散型放射空調パネルを導入した。薄型アルミ＋段

ボールダクトの放射パネルに空調気流と蓄熱材を組み合わせ、

結露抑制と余冷・余熱で省エネ。ドラフト感が少なく快適、天井

下施工で改修に適用しやすい。

■明るさ感制御システム（照明）
▶窓・天井の輝度を測り明るさ感を数値化、アンビエント照明を

自動調光する明るさ感制御システムを導入し、約 ％の省エ

ネと快適性を実現した。

太陽光発電ガラス

■太陽光発電設備（創エネ）

▶意匠性を備えた「太陽光発電ガラス」を壁面・窓面・屋根面・多
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▶太陽光発電設備と蓄電池によるピークカット／ピークシフトを

図っている。太陽光発電の設備容量は約 、蓄電池の設
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▶休日は、太陽光発電の発電量がビルの消費電力を上回り、余剰
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 大成建設関西支店ビル　グリーンリニューアル

一次エネルギー計算結果

一次エネルギー消費量（ ／㎡年）

空調 換気 照明 給湯 昇降機 創エネ 合計 合 計 （ 創 エ

ネ含まず）

設計値

基準値

設備概要

断熱・建具等 外壁断熱：高性能グラスウール、吹付硬質ウレタンフォーム 種１

複層ガラス（遮熱型）

空調 Ⅰ期棟／散水型空気熱源 モジュールチラー＋ 中温冷水、Ⅱ期棟／空冷

パッケージ ＋直膨全熱交換器、全送風機インバーター

換気 高効率全熱交換器、需要制御（ ・在席連動）

照明 光源： 照明

制御：明るさ感制御、在席センサー、

給湯 高効率湯沸器等、自動給湯栓、保温仕様１

昇降機 高効率制御方式（ ※等）

創エネ 太陽光発電設備（ ）

※ 制御方式：昇降機のインバーター制御方式（可変電圧可変周波数制御方式）

建築主 設計者の声

■ 化した理由（建築主）

政府が 年にストック平均でのＺＥＢ化を掲げる中、既存中規模オフィスを入居継続のまま、使い

ながらの工事で 化改修するモデルケースとして実践。外装×設備×BEMS を統合した。

■コスト面のメリット（光熱費など）（設計者）

契約電力 641 kW→400 kW へ。太陽光発電・蓄電池・ 運用でピーク抑制と省エネ効果を安定的

に確保。

長期修繕費用に加えて 化に必要なコストは 年の光熱費削減で回収できる見込み。

■社員からの反応（職場環境、居心地など）（設計者）

ドラフト感のない放射空調と明るさ感制御、熱負荷低減の役割も兼ねる半屋外テラス、バイオフィリッ

クデザイン、木質化により快適性・知的生産性が向上。見える化により省エネ意識が醸成。

■企業としての付加価値（企業としての環境配慮へのアピールなど）（建築主）

環境配慮、 化技術の実践だけでなく、働く人々のウェルネスとの両立を実現した。ライブオフィス

ショールームとして見学会を継続実施しており、 ・カーボンニュートラルへの社会的意識の変化を体

感できる場となっている。

■ 化で苦労した点（業務継続）（設計者）

新規 化技術の開発・実証、使いながら工事下での業務継続と工事の両立、Ⅰ期棟・Ⅱ期棟の技術

バランス調整。運用開始後のチューニング。（ ４年は 相当の省エネを達成）

基準値

設計値

空調 換気 照明 給湯 昇降機 創エネ

創エネを考慮しない

創エネを考慮する

一次エネルギー消費量（ ／㎡年）

※一次エネルギー消費量は四捨五入による整数表記とし、 は小数点第３位以下を切り上げ表記とする。


